
各都道府県知事
各都道府県教育委員会教育長
各国公私立大学長

各国公私立短期大学長
独立行政法人日本芸術文化振興会理事長

独立行政法人国立科学博物館長

独立行政法人国立美術館理、事長
独立行政法人国立文化財機構理事長

国立歴史民俗博物館長
国立民族学博物館長
財団法人日本博物館協会会長
全国美術館会議会長
各文部科学大臣所轄宗教法人
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2 4 庁財第 65 号

平成 2 4 年 4 月 1 3 日

長

潤

(印影印刷)

文化財の不法な輸出入等の規制等に関する法律第 3 条第 2 項に

規定する特定外国文化財を指定する省令の一部を改正する省令
について(通知)

このたび、別添のとおり、「文化財の不法な輸出入等の規制等に関する法

律第 3 条第 2 項に規定する特定外国文化財を指定する省令の一部を改正する

省令(平成 2 4 年文部科学省令第 2 0 号) J (以下「改正省令」という。)が、

平成 2 4 年 4 月 1 3 日に公布され、同日施行されました。
本改正は、マダガスカル共和国から我が国に対し同国内の施設から文化財

が盗取されたとの通報があった旨の、「文化財の不法な輸出入等の規制等に
関する法律(平成 1 4 年法律第 8 1 号) J 第 3 条第 1 項に基づく外務大臣か

らの通知を受けたことを踏まえ、同法第 3 条第 2 項に規定する特定外国文化
財を指定するものです。この特定外国文化財については、同法第 4 条の規定

により、「外国為替及び外国貿易法(昭和 2 4 年法律第 228 号) J に基づ

く輸入規制の対象となります。

改正省令の概要は、下記のとおりですので、 今般の改Eの趣旨を踏まえ、

http://www.zenbi.jp/tmpImages/20120515170029_2.pdf
http://www.zenbi.jp/tmpImages/20120515170029_3.pdf


博物館・美術館等が収蔵品の取得を検討する際には、当該収蔵品に係る発見、
製作等を含む履歴を確実に検証し、盗取された文化財を不法に取得すること
にならないようお願いします。併せて、都道府県知事及び都道府県教育委員
会におかれては、域内の市(区)町村長、市(区)町村教育委員会、所管の
博物館・美術館、所轄宗教法人に対して、財団法人日本博物館協会会長及び
全国美術館会議会長におかれては、加盟の博物館・美術館に対し、改正省令ー
の趣旨及び内容について御周知願います。
また、今後の文化財の不法な輸出入等の防止の徹底に向けて、国民一人一

人が、その必要性について理解を深めることが重要であることから、文化庁
においては、このたび、「世界の文化財を守る仕組み(リーフレット)J (別
添}を作成しました。都道府県知事及び都道府県教育委員会におかれては、
都道府県のパスポート申請窓口や博物館・美術館等で配布するなど、本リー
フレットも御活用いただき、文化財の不法な輸出入等の防止に向けた関係各
位の一層の取組をお願い申し上げます。

なお、本リーフレットについては、後日都道府県知事及び都道府県教育委
員会に送付することとしております。また、文化庁のホームページ (http:/
/www.bunka.go.jp/bunkazai/yushutsu/index.html) において、これまでの

パンフレットとともに、本リーフレットもダウンロードが可能となるよう掲

載しております。

言己

1. 特定外国文化財の指定

外務大臣からの通知に係るマダガスカル国内の施設から盗取された
「女王ラナヴァルナ一世の王冠」を特定外国文化財として指定する。

当該特定外国文化財については、輸入規制がかかるとともに、
盗難の被害者について、代価弁償を条件に善意取得者に対す
る回復請求期間を 2 年聞から 1 0 年間に延長することになる
(文化財の不法な輸出入等の規制等に関する法律第 4 条及び
第 6 条関係)。

2. 施行日

この省令は、公布の日から施行する。

担当 文化庁文化財部伝統文化課文化財国際協力室

電話 03-5253-4111 (内線 2 8 7 0) 

文化庁H P http://www.bunka.go.j 
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別表第五十 証明規則第 2 条第 l 項第 21 号及び第 22 号から第 23 号の 3 までに掲げる無線設備の試験

方法

一般事項

1 試験場所の環境

(1) 技術基準適合証明における特性試験の場合

室内の温湿度は、 J 1 S Z 8703 による常温及び常湿(以下この別表において同じ。)の範

囲内とする。

(2) その他の場合

(1)の環境による試験に加え、周波数の偏差については、次に掲げる試験を行う。詳細は各試

験項目を参照。

ア PHS の中継局(証明規則第 2条第 1 項第 23 号の 2 の無線設備をいう。)及びPHS の試

験局(証明土問Ij第 2条第 1 項第 23 号の 3 の無線設備をいう。)においては、混湿度試験及び

振動試験

イ PHSの基地局においては、温湿度試験

2 電源電圧

(1) 技術基準適合証明における特性試験の場合

外部電源からの試験機器への入力電圧は、定格電圧とする。

その他の場合

外部電源からの試験機器への入力電圧は、定格電圧及び定格電圧土 10% とする。ただし、次

に掲げる場合は、それぞれ次のとおりとする。

ア 外部電源、から試験機器への入力電圧が:t 10%変動したときにおける試験機器の無線部(電

源を除く。)の回路への入力電圧の変動が:t 1%以下であることが確認できた場合は、定格電

圧のみで測定する。

イ 電源電圧の変動幅が土10%以内の特定の変動幅内でしか試験機器が動作しない設計となっ

ており、その旨及び当該特定の変動幅の上限値及び下限値が工事設計書に記載されている場

合は、定格電圧及び当該特定の変動植の上限値及び下限値で測定する。

試験周波数と試験項目

試験機器が発射可能な周波数のうち、上限、中間及び下限の 3 波の周波数(試験機器の発射可

能な周波数が 3 波以下の場合は、全ての周波数)で全試験項目について測定する。

4 予熱時間

工事設計書に予熱時間が必要である旨が記載されている場合は、記載された予熱時間経過後、

測定する。

5 測定器の較正等

(1) 測定器は較正されたものを使用する。

(2) 測定用スベクトル分析器は、デジタノレストレージ型とする。ただし、 FFT方式を用いるも

のについては、検波モード、分解能帯域幅(ガウスフィルタ)、ビデオ帯域幅等各試験項目の「測

定器の設定J 等に記載されている設定ができるものに限る。

6 その他

(1) 本試験方法は、空中線電力を測定できる試験用端子のある設備であって、内蔵又は付加装置
により次に掲げる機能を有する設備に適用する。

ア試験周波数設定機能

イ 強制送信制御機能(送信区間における 1 タイムスロット分以上の継続的パースト送信)(注)

ウ 強制受信制御機能(受信区間における 1 タイムスロット分以上の継続的パースト受信)

併後十
同社兵
Eた 11+
《巴

ム
ヘ
為
川
記
Q
P

感
心

ム
巡
回
軒
線
図
件
ム

一
川
爪
初M仲
け
吋
十
ば
門

ぜ
円
心
以
?
?
柑
-
e
b

d
m
h円
台
。
巡
円
い
サ
。

入
「
-
n
w
e
-
-

ゆ

制
作
y
C
3
〈
m
κ
ユ

川
'
4
w
-
い
E
n
v
H
い

十
刊
戸
￡
p
。
ヤ
￡

×
い
v
-
g
n
Q
M
ぷ
市
町
川
科
会

竹
ヤ
回
以
課u
-
2
H軒
盟

十
太
閤
為
市
引
ド
仰
け
一

N 

12 古手台r-Q。
Eト蛍 11
十国社
g[IiI::+ 
川巴

十
零
Q
A吋
一
角V
o
u
b

川
旧
時h「
長
ロ
G
A
即
￡
一

初
(
店
側
岨
拠
出
M
T
J心

岡
山
総
付-
M
D
J什ヤ
いγ公

F
〈
』4
Q
仏
刑
判
-
￡
な

ム
へ
川
恒
脚
附
川
問
。
り
で
山
。

ム
J
Q
M
川
戸
時
国
会
副
阿

二
割
台
骨
り
す
」
同
な
も

ぜ
へ
綾
援
阻
い
ド
G

心
総

本
忽

o
w附
石
胆
醤
後

入
恨
の
'
判
例
制
令
叫
叫

が
川m
z
h「
滋
。
。
初

(
昨
h
∞
膿
式
世
)

ヨ='
l!Il{ 釜

(2) 
トJ8~や怒， (~持8DJ灸心事君!といの。

一一

0$提訴5細.J;jal将棋同4く十川 DIr

1/毛*lu 
騨

色E

3 

~~尉ig選総選Q穏健欄掛娼411樹ilfttt2駆.pr-Q車是認(官長岡十4く壮語詰吉正将司F総川十-1-1 n!r)長制球 1 n!r 

lê8暇~12欄わ晴1)'手怪+K社事喜訴~~剛111民主民<+<nit' (:ìtt':主t!:l言語i'ií 8 :l草昔話収誕ぬJ~ið'のま) 81\活ぬj

巴
一
盟
姻
国
的
戸

告~8 吋小t2古当出.pr-Q。

1戦-tJ<

総 1 \尽 8 i\l奇怪岡+-<8慢(偽J ]m 11十 18隈〈心.Y-\-コ十同 Q郎会心同十<8隈í1M P~11 悔いれ環器心ド:..':t:'

f1+g[ 8慢í8~以対8吋小土」呉村長。。

ミ諜事2様S-I<出!井信 11+g[品全国民十川田民
一
寸
叶
寸
N
世
N
r

&:;i\l号線〈十|

-1-1 +1く &:;骨阿波〈十 11

i語窓摂EF、総 rî戦線 1\部総 11 十 1 nit' 81112収:br-Q様様官話題

I語罫年寝霞燃 II~再燃 1 郎総 11十 1 n!r 81 1jt2収むの様様秘準

4コ+同


